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本書の使い方

Chapter05：道路交通法

公訴時効 3 年
緊急逮捕 ○
裁判員裁判 ×

STEP 3 公訴時効期間や緊急逮捕の可否などを確認しよう

車両等提供罪【酒気帯び運転（117の 2の 2Ⅰ④）】

117の 2の 2Ⅰ�：次の各号のいずれかに該当する者は、3年以下の懲役又は50万
円以下の罰金に処する。

④�：第65条（酒気帯び運転等の禁止）第 2項の規定に違反した者（当該違反に
より当該車両等の提供を受けた者が身体に前号の政令で定める程度以上にア
ルコールを保有する状態で当該車両等を運転した場合に限るものとし、前条
第 1項第 2号に該当する場合を除く。）

STEP 1 条文を確認しよう

65Ⅱ�：何人も、酒気を帯びている者で、前項の規定に違反して車両等を運転することと
なるおそれがあるものに対し、車両等を提供してはならない。

STEP 2 成立要件を確認しよう

要件① 要件② その他
酒気を帯びている者で、車両等を運転
することとなるおそれがあるものに 車両等の運転 車両等の提供を受けた者が酒

気帯び運転をした

49

条文が離れたところにあって
読みづらい！
そんな煩わしさを解決しました。

成立要件などを
サクッと確認できます。

実務でよく使う
事項に絞って
まとめました。
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性的姿態等撮影罪（2 Ⅰ①）

2 Ⅰ�：次の各号のいずれかに掲げる行為をした者は、3 年以下の拘禁刑又は300
万円以下の罰金に処する。
①�　正当な理由がないのに、ひそかに、次に掲げる姿態等（以下「性的姿態等」

という。）のうち、人が通常衣服を着けている場所において不特定又は多数
の者の目に触れることを認識しながら自ら露出し又はとっているものを除
いたもの（以下「対象性的姿態等」という。）を撮影する行為
イ�　人の性的な部位（性器若しくは肛門若しくはこれらの周辺部、臀部又

は胸部をいう。以下このイにおいて同じ。）又は人が身に着けている下着
（通常衣服で覆われており、かつ、性的な部位を覆うのに用いられるもの
に限る。）のうち現に性的な部位を直接若しくは間接に覆っている部分

ロ�　イに掲げるもののほか、わいせつな行為又は性交等……がされている
間における人の姿態

STEP 1 条文を確認しよう

要件① 要件② 要件③
正当な理由がないのに ひそかに 対象性的姿態等を撮影すること

STEP 2 成立要件を確認しよう

※�法２条 1項は、条文上、同項１号から３号では「対象性的姿態等」を客体としている。これは、撮影対象者が自ら
性的な姿態を見せることを認識しながら性的な姿態を露出するなどした場合については、処罰の対象外として除
外する趣旨である。
　�　これに対して、同項 4号は、撮影対象者が自ら露出するなどしたものも含め、「性的姿態等」を客体としている。
16歳未満の者は、（13歳以上16歳未満であるときは 5歳以上年長の行為者との関係では）性的な姿態の撮影に同
意できる能力がないと考えられるからである。

性的姿態撮影等処罰法＊Chapter 01
＊�　正式名称は、性的な姿態を撮影する行為等の処罰及び押収物に記録された性的な姿態の影像に係る電磁的記録
の消去等に関する法律という。
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Chapter01：性的姿態撮影等処罰法

公訴時効 3 年
緊急逮捕 ○
裁判員裁判 ×
未遂処罰 ○（2Ⅱ）

STEP 3 公訴時効期間や緊急逮捕の可否などを確認しよう
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Chapter01：性的姿態撮影等処罰法

刑法176Ⅰ�：次に掲げる行為又は事由その他これらに類する行為又は事由により、同意し
ない意思を形成し、表明し若しくは全うすることが困難な状態にさせ又はその
状態にあることに乗じて、わいせつな行為をした者は、婚姻関係の有無にかか
わらず、6 月以上10年以下の拘禁刑に処する。
①　暴行若しくは脅迫を用いること又はそれらを受けたこと。
②　心身の障害を生じさせること又はそれがあること。
③　アルコール若しくは薬物を摂取させること又はそれらの影響があること。
④　睡眠その他の意識が明瞭でない状態にさせること又はその状態にあること。
⑤　同意しない意思を形成し、表明し又は全うするいとまがないこと。
⑥�　予想と異なる事態に直面させて恐怖させ、若しくは驚愕させること又はそ

の事態に直面して恐怖し、若しくは驚愕していること。
⑦　虐待に起因する心理的反応を生じさせること又はそれがあること。
⑧�　経済的又は社会的関係上の地位に基づく影響力によって受ける不利益を

憂慮させること又はそれを憂慮していること。

性的姿態等撮影罪（2 Ⅰ②）

2 Ⅰ�：次の各号のいずれかに掲げる行為をした者は、3 年以下の拘禁刑又は300
万円以下の罰金に処する。
②�　刑法第176条第 1 項各号に掲げる行為又は事由その他これらに類する行

為又は事由により、同意しない意思を形成し、表明し若しくは全うするこ
とが困難な状態にさせ又はその状態にあることに乗じて、人の対象性的姿
態等を撮影する行為

STEP 1 条文を確認しよう

要件① 要件② 要件③
刑法176条 1項各号に
掲げる行為・事由

（その他これらに類する
行為・事由）

同意しない意思を形成・
表明・全うが
困難な状態

対象性的姿態等を
撮影すること

STEP 2 成立要件を確認しよう
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Chapter01：性的姿態撮影等処罰法

公訴時効 3 年
緊急逮捕 ○
裁判員裁判 ×
未遂処罰 ○（2Ⅱ）

STEP 3 公訴時効期間や緊急逮捕の可否などを確認しよう
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Chapter01：性的姿態撮影等処罰法

要件① 要件②
行為の性質が性的なものではないとの

誤信or特定の者以外の者が
閲覧しないとの誤信

対象性的姿態等を撮影すること

性的姿態等撮影罪（2 Ⅰ③）

2 Ⅰ�：次の各号のいずれかに掲げる行為をした者は、3 年以下の拘禁刑又は300
万円以下の罰金に処する。
③�　行為の性質が性的なものではないとの誤信をさせ、若

も
しくは特定の者以

外の者が閲覧しないとの誤信をさせ、又はそれらの誤信をしていることに
乗じて、人の対象性的姿態等を撮影する行為

STEP 1 条文を確認しよう

公訴時効 3 年
緊急逮捕 ○
裁判員裁判 ×
未遂処罰 ○（2Ⅱ）

STEP 3 公訴時効期間や緊急逮捕の可否などを確認しよう

STEP 2 成立要件を確認しよう
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Chapter01：性的姿態撮影等処罰法

要件① 要件② 要件③

正当な理由がないのに
16歳未満の者（相手が13歳
以上16歳未満である場合は
行為者が 5歳以上年長である
とき）の

性的姿態等を撮影すること

性的姿態等撮影罪（2 Ⅰ④）

2 Ⅰ�：次の各号のいずれかに掲げる行為をした者は、3 年以下の拘禁刑又は300
万円以下の罰金に処する。
④�　正当な理由がないのに、13歳未満の者を対象として、その性的姿態等を

撮影し、又は13歳以上16歳未満の者を対象として、当該者が生まれた日
より 5 年以上前の日に生まれた者が、その性的姿態等を撮影する行為

STEP 1 条文を確認しよう

公訴時効 3 年
緊急逮捕 ○
裁判員裁判 ×
未遂処罰 ○（2Ⅱ）

STEP 3 公訴時効期間や緊急逮捕の可否などを確認しよう

STEP 2 成立要件を確認しよう
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Chapter01：性的姿態撮影等処罰法

客体 行為
性的影像記録（性的姿態等撮影罪や性的姿態等影
像記録罪に係る行為によって生成されたもの） 提供すること

性的影像記録等提供罪（3 Ⅰ）

 3 Ⅰ�：性的影像記録（前条第 1 項各号に掲げる行為若
も

しくは第 6 条第 1 項の行為
により生成された電磁的記録その他の記録又は当該記録の全部若しくは一部
……を複写したものをいう。……）を提供した者は、3 年以下の拘禁刑又は
300万円以下の罰金に処する。

STEP 1 条文を確認しよう

公訴時効 3 年
緊急逮捕 ○
裁判員裁判 ×

STEP 3 公訴時効期間や緊急逮捕の可否などを確認しよう

STEP 2 成立要件を確認しよう

2�：次の各号のいずれかに掲げる行為をした者は、3 年以下の拘禁刑又は300万円以下の
罰金に処する。
①　正当な理由がないのに、ひそかに、次に掲げる……性的姿態等……を撮影する行為
　イ～ロ（省略）
②　刑法第176条第 1 項各号に掲げる行為又は事由その他これらに類する行為又は事

由により、同意しない意思を形成し、表明し若しくは全うすることが困難な状態にさ
せ又はその状態にあることに乗じて、人の対象性的姿態等を撮影する行為

③　行為の性質が性的なものではないとの誤信をさせ、若しくは特定の者以外の者が閲
覧しないとの誤信をさせ、又はそれらの誤信をしていることに乗じて、人の対象性的
姿態等を撮影する行為

④　正当な理由がないのに、13歳未満の者を対象として、その性的姿態等を撮影し、
又は13歳以上16歳未満の者を対象として、当該者が生まれた日より 5 年以上前の日
に生まれた者が、その性的姿態等を撮影する行為

6 Ⅰ�：情を知って、前条第 1 項各号のいずれかに掲げる行為により影像送信をされた影
像を記録した者は、3 年以下の拘禁刑又は300万円以下の罰金に処する。
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Chapter01：性的姿態撮影等処罰法

客体 行為

性的影像記録
不特定or多数の者に提供すること

or
公然と陳列すること

性的影像記録提供等罪（3 Ⅱ）

3 Ⅱ�：性的影像記録を不特定若
も

しくは多数の者に提供し、又は公然と陳列した者
は、5 年以下の拘禁刑若しくは500万円以下の罰金に処し、又はこれを併科
する。

STEP 1 条文を確認しよう

公訴時効 5 年
緊急逮捕 ○
裁判員裁判 ×

STEP 3 公訴時効期間や緊急逮捕の可否などを確認しよう

STEP 2 成立要件を確認しよう
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Chapter01：性的姿態撮影等処罰法

目的 行為
性的影像記録提供等の目的 性的影像記録を保管すること

性的影像記録保管罪（4）

4�：前条の行為をする目的で、性的影像記録を保管した者は、2 年以下の拘禁刑
又は200万円以下の罰金に処する。

STEP 1 条文を確認しよう

公訴時効 3 年
緊急逮捕 ×
裁判員裁判 ×

STEP 3 公訴時効期間や緊急逮捕の可否などを確認しよう

STEP 2 成立要件を確認しよう

3 Ⅰ�：性的影像記録（前条第 1 項各号に掲げる行為若
も

しくは第 6 条第 1 項の行為により
生成された電磁的記録その他の記録又は当該記録の全部若しくは一部……を複写した
ものをいう。……）を提供した者は、3 年以下の拘禁刑又は300万円以下の罰金に処
する。

Ⅱ�：性的影像記録を不特定若しくは多数の者に提供し、又は公然と陳列した者は、5 年
以下の拘禁刑若しくは500万円以下の罰金に処し、又はこれを併科する。
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Chapter01：性的姿態撮影等処罰法

要件① 要件② 要件③

正当な理由がないのに 不特定or多数の者に対し

送信されることの情を知らない者の対
象性的姿態等の影像を送信すること
※�本条では、影像が一旦記録される過程を経
ない、いわゆるライブストリーミングでリア
ルタイムに性的な姿態の影像を送る行為が
処罰対象である

性的姿態等影像送信罪（5 Ⅰ①）

5 Ⅰ�：不特定又は多数の者に対し、次の各号のいずれかに掲げる行為をした者は、
5 年以下の拘禁刑又は500万円以下の罰金に処する。
①�　正当な理由がないのに、送信されることの情を知らない者の対象性的姿

態等の影像（性的影像記録に係るものを除く。次号及び第 3 号において同
じ。）の影像送信（電気通信回線を通じて、影像を送ることをいう。以下同
じ。）をする行為

STEP 1 条文を確認しよう

公訴時効 5 年
緊急逮捕 ○
裁判員裁判 ×

STEP 3 公訴時効期間や緊急逮捕の可否などを確認しよう

STEP 2 成立要件を確認しよう

※�法 5 条 1項は、条文上、同項１号から３号では「対象性的姿態等」を客体としている。これは、撮影対象者が自ら
性的な姿態を見せることを認識しながら性的な姿態を露出するなどした場合については、処罰の対象外として除
外する趣旨である。
　�　これに対して、同項 4号では、撮影対象者が自ら露出するなどしたものも含め、「性的姿態等」を客体としてい
る。16歳未満の者は、（13歳以上16歳未満であるときは 5歳以上年長の行為者との関係では）性的な姿態の撮影
に同意できる能力がないと考えられるからである。
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